
1

2022年度地方創生ＳＤＧｓ
官民連携プラットフォーム「優良事例」受賞

「地域共生社会実現に向けた重層的支援事業」ＤＸ支援

「自宅から地域と繋がり合える・認知症の方も使えるアプリ」のご紹介
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【「地域共生支援アプリ」の研究・実績一覧】

①2017年度、互助をＩＣＴがサポートする発想で生まれた「みまもりあいアプリ」を開発（現在、170万ＤＬ）
（平成28年度:厚生労働省介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業受託）

②2018年、東京大学「空間情報科学センター」×ＡＩＧＩＤ＝アーバンデータチャレンジ【金賞受賞】
③2018年、12自治体参画オープンガバメント推進協議会【銅賞受賞】
④2018年、東京都労働局商店会グランプリ【優秀賞受賞】
⑤2018年、【グッドデザイン賞受賞】
⑥2018年、東京海上日動火災保険「認知症保険共同開発」
⑦2019年、一般社団法人日本認知症ケア学会 石﨑賞受賞
⑧2019年、大阪大学Innovation Bridgeグラント【大型産学共創ｺﾝｿｰｼｱﾑ組成支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業】採択
⑨2020年、京都大学医学部附属病院にシステム導入「京都大学×日本財団との支援事業」
⑩2020～22年(3年間)、経済産業省「認知症共生社会に向けた製品・サービスの効果検証事業」採択
⑪2021年、トヨタ財団「国内助成プログラム:日本社会における社会サービスの創出や人材の育成」採択
⑫2022年、千葉大学10学部共通科目「災害シチズンサイエンス演習」で採用
⑬2023年2月、内閣府 地方創生SDGs官民連携プラットフォーム 「優良事例」受賞
⑭2023年3月、千葉大学【国際高等研究基幹:研究支援プログラム】採択
⑮2023年3月、大阪府「NPO等活動支援によるSDGsの達成に向けた社会課題解決事業」採択
⑯2023年6月、大阪府スマートシティーフォーラムＯＳＰＦプロジェクトコーディネーター選任

【プロフィール】 代表理事 高原達也
◇ベネッセコーポレーションにて主に新規事業立ち上げを中心に携わる（約18年間）
【携わった主な事業ブランド】
〇ベネッセ保育事業開発（公設民営・東京都認証保育園）、〇「たまご・ひよこクラブ」新規営業開発、
〇「いぬのきもち・ねこのきもち」事業開発、〇「ウィメンズパーク(女性限定サイト）」新規事業開発

◇一般社団法人セーフティネットリンケージ代表理事（2017年～現職）
◇その他:千葉大学非常勤講師、千葉大学医学部附属病院教育訓練プログラム事業検討委員、藤井寺市総合計画審議委員



「互助×ＩＣＴ」を使って

地域課題を解決することを目的とした団体

社団法人セーフティネットリンケージ

団 体 紹 介
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自 己 紹 介
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◆一般社団法人セーフティネットリンケージ代表理事
◆千葉大学医学部附属病院:教育訓練プログラム事業検討委員
◆千葉大学非常勤講師
◆藤井寺市総合計画審議委員



2040年
予測

子供０～14歳人口
＝認知症人口
(約1,000万人）

認知症
全国行方不明
届け出数
17,636件/年
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「認知症」に優しい町＝全世代に優しい

多世代で見守り対策

課題
79歳以下

認知症当事者

約80万人
出典:厚生労働科学研究費補助金

認知症対策総合研究事業

行けない
行きたくない

リアルな集い

79歳以下
当事者

ほしい情報に
出会いにくい

既存SNS

10%

居場所を失いやすい

孤独感の緩和

課題



認知症の
方が利用
できる

家族以外
支援者が
サポート
できる

①認知症の方・②家族以外の支援者が参画しやすい仕組み

①個人情報を非登録

メール登録作業・・・
ローマ字等打ち込み困難

個人情報取得だと・・・

電話番号登録・・・
2段階認証で

配信メールを確認

個人情報
打ち込み
作業なし

②ｸﾞﾙｰﾌﾟ登録＋ＳＮＳ
「福祉ＳＮＳ」として、Apple・Googleから許可

6

対策



見守り
みまもりあい

居場所
ささえあい

「GPS」で
地域と対話

「１つのアプリとステッカー」で実現
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救急･防災
たすけあい

2022年度地方創生ＳＤＧｓ
官民連携プラットフォーム「優良事例」受賞

「音声」で
地域と対話

実証実績

認知症共生社会に向けた製品・
サービスの効果検証事業

ＡＩ
チーム

【ＢＣＰ対応実績】北大研究棟にシステムあり:札幌震度５強地震＝ブラックアウト発生（全停電）時に稼働

研究・開発パートナー 研究・連携大学
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交番 現金197億円
（Ｒ１）

日本国内で、現金を落として、交番に届けられる金額

「互助のインフラ」がすでに存在「互助のインフラ」がすでに存在

毎年190億

交番

コンセプト
方向性

ＩＣＴ
ICTは「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略

互助

互助×ICT
地域共生支援アプリ

ＩＣＴが
優しさを
サポート



見守り（みまもりあい）＝2017年～5年間展開
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「地域と対話する」アプリ

見守り＝「互助」の力を使った取り組み

さっきの
おばあ
ちゃん
だ!

あ!
きた

大丈夫
かな?

心
配

ＧＰＳ配信

「緊急連絡ステッカー」

捜索配信数：累計27,943回/5年
吹田市実績（2022年度）

アプリ約8,000DL、ｽﾃｯｶｰ約150人（認知症当事者）

捜索配信数295回、ＩＤ発見連絡件数：211回

個人情報保護
特許技術

全国
約170万ＤＬ
愛知県
5万５８14件

約40
自治体
協定締結

「認知症保険」
共同開発

実績



「緊急連絡ステッカー」ご紹介
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①ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ
②ＩＤ
③転送技術 ①

②

③

電話代無料

ＩＤで
個人情報保護

直接通話が可能

個人情報を保護した状態で
直接対話

自動受付
24時間

セキュリティ
録音等対応
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困った時に
助けてもらえます

地域共生支援アプリ

利用者

捜索依頼

アプリをDLで
お役に立てます

協力者

さっきの
おばあちゃ
んだ!

あ!
きた!

大丈夫か
な?

迷
子
?

心配500ｍ5kｍ

10kｍ

20kｍ

どこから探
せば良いの
か・・・。

警察には
行きづらい・・・
まずは、私たち
で探そう…。

全ての
携帯から
自動消去

発見連絡ボタンを
押すとお礼通知

が配信

ＧＰＳ

ＧＰＳ

ＧＰＳ

個人情報
保護

おばあちゃん
どこ行ったの…

ステッカーの10桁の
IDで個人情報を保護。

※電話番号で配信
も可能

「見守り合い」の仕組み



令和5年度「厚労省白書」にコラム掲載されました
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【特徴記入】

【当日服装記入】

【写真選択可】

【ＩＤと年齢記入】

＊写真なしでも利用可

＊声かけのヒント記載可能

アプリ画面（操作手順）

【配信距離選択】

【予行演習】

新規登録



%

5%

使用しない

使用したい声かけてくれ
てありがとう

大切な人
を探して
スタンプ
集め

市民参加型
見守り訓練

ファミリー中心
約100人
規模で参加

「見守り」＝多世代型の「見守り合える地域互助」を育成

お子様の緊急時に
アプリを使いたいですか?

2022年ＧＷ中に実施した3か所の見守り訓練参加の保護者アンケート結果
・使用したい46人・使用しない 2人

アンケート結果
「地域イベント×見守り訓練」時:ご家族＝子供の緊急時に使いたい＝46人／48人
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東京都文京区で実際に「女の子」の捜索配信される

実績
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ケアチャンネル

「声」で新しい居場所を作る

地域チャンネル 地域福祉

地域と繋ぐ

音声
ガイドが
聴ける

レガシー
を残す

スタンプ
ラリーで
楽しむ

認知症共生社会に向けた製品・
サービスの効果検証事業

認知症当事者とご家族
音声番組:20本展開予定

地域で作成可能（地域包括支援システム×シビックプライドの実現）共創チャレンジ
共創パートナー

関西圏の大学中心に拡大中



重層的支援事業
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「地域共生社会」の実現に向けた
重層的支援事業



「相談支援事業」「参加支援事業」「地域づくり支援事業」「地域共生社会」の実現に向けた
重層的支援事業
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「認知症共生社会に向けた製品・サービスの効果検証事業」
認知症疾患医療センター

効果検証事業結果

福祉
SNS

課題

ケアチャンネル



リアルの交流会２～３回/年
数が少ない・・・

+
【声】

「近所の集いは行きたくない」
「時間が合わない」

地域
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①【応援者】
安心して発信

地域

誹謗中傷
防止

出会いたい情報に
出会いにくい

既存SNS 福祉SNS（居場所作り）

声を
届ける

【目指す姿】
気持ちを満たす

＋
出会い・役割

＋
応援者側に
なること

②【当事者・ご家族】
覗き見できる
個人情報
非登録

ご本人・ご家族

在宅
認知症当事者・ご家族

地域
体験・知恵
ノウハウ

「新しい居場所」の仕組みケアチャンネル



「高いニーズ」と

参加者
25人

参加者
22人

ご家族
26人

参加希望
56/57人

98%
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当事者
31人

希望者
30人

希望者
26人

モニター募集期間:2022年7月～10月末
認知症疾患医療センター

モニター募集期間:2022年7月～10月末
ニーズ

参加者
47/56人

84%

モニター
参加

「高い参加率」を確認実証結果



「①高い継続希望」

①音声番組を、
続けて聞きたいですか?

20人

87%

とても聞きたい

まあ聞きたい

②「自分の体験談を話しても良い」
4/25人（堺市のご家族）

行動宣言

約2割

「②4人の行動変容」を確認
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実証結果



22

「声」で新しい居場所を作る

地域チャンネル
地域
リアル

地域と繋ぐ

音声
ガイドが
聴ける

レガシー
を残す

スタンプ
ラリーで
楽しむ

課題 対策

地域チャンネル



②「場への想い」

地域・店舗の歴史
例:「語り継ぎたい地域の記憶」

現在、参加表明団体＝約30団体に拡大中
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①「人への想い」

在宅・介護施設の高齢者
例:「万博の思い出＋感謝の言葉」

「大学・医療・福祉・ＮＰＯ」で声集め
例:「万博の頃の思い出」

傾聴
チーム

地域福祉

参加予定団体

認知症共生社会に向けた製品・
サービスの効果検証事業

体験ＱＲ
四天王寺大学
まち歩き

＊DL後に読み取る

つ
な
げ
！
想
い

編集
チーム



【オンカフェ】店主さんに
お店の魅力について尋ねました!

「魅力は・・・・・・」

地域の魅力を「声」で伝える

【特徴】
動画・写真・ＰＤＦ
添付が可能

体験ＱＲ
四天王寺大学
まち歩き
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「声」で新しい居場所を作る

音声
ガイドが
聴ける

レガシー
を残す

スタンプ
ラリーで
楽しむ

事例

地域
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お問合せ先

フェイスブック
「高原達也」で検索
友達申請してください

担当:塩澤（しおざわ）

連絡先:info@snl.jp

ご清聴ありがとうございました


